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①子実体になるため
　這い出した変形体

⑥ウツボホコリ

②キラボシカタホコリの
　未熟体

④ムラサキホコリの仲間

⑦ホソエノヌカホコリ

放置された人工林。
ここまで来ると木材としても価値が大変低くなってしまいます。

紅葉がすすんだ11月終りの丹沢山景

⑤イクビマメホコリ

③キラボシカタホコリ
顕微鏡写真（小林美紀氏撮影）

陣馬自然公園センター

秦野ビジターセンター

タイアザミ ツリガネニンジン

シラヤマギク

昨年の展示風景

　『・・・・・の秋』と言われるように、

人それぞれの秋があると思います。

　特に『食欲の秋』でちょっと体重が気

になる方は、ぜひ『登山の秋』として陣

馬山周辺の自然に触れてみましょう。

　ダイエット効果があるだけでなく、出

迎える多くの草花が疲れた心を癒してく

れます。心身ともにスッキリとした登山

の後は『食欲の秋』になってしまいます

が・・・。

　１０月　丹沢は秋深くなり、早春から続けてきた花の

観察は、いよいよフィナーレを迎えます。

　私にとって、秋の終わりを告げる花といえば、センブ

リやリンドウです。葉っぱをかんでみると苦～いセンブ

リに、ソフトクリームのようなつぼみのリンドウ。どち

らもリンドウの仲間（リンドウ科）で、登山道脇などで

よく見られます。

　不思議なことに同じ仲間（リンドウ科）でも好みの気

候があるようで、春にはフデリンドウやコケリンドウが

咲き、秋にはセンブリやリンドウ、ツルリンドウなどが

開花します。

　花の個性にも色々ありますが、春めく暖かさを感じて

山麓から山の上へ向かって次々と開花していく春の花と

違い、秋の花は先に涼しくなる山の上から山麓へと下り

ながら花開くことが多いように感じます。

　みなさんは今年の花のシーズン、どんな花で見納めま

すか？（酒井）

　雨上がりの森に入ると足元にネバネバしたような

オレンジ色のものが落ち葉や枯れ枝に絡みつくよう

についてました。変形菌です。

　変形菌はキノコのように胞子で増えます。胞子が

発芽した後アメーバのような変形体になり、朽ち木

や落ち葉の中を這い回り、バクテリアや菌類を食べ

て大きくなります。

　子実体(キノコのように胞子を飛ばす時の形)にな

る時、落ち葉や朽ち木の中から風通しの良い表に移

動し、ほぼ24時間かけて子実体になります。

　紅葉シーズンも近づきつつある10月の丹沢。心地いい秋晴れ日の日に

は、紅葉を期待してついつい山並みを眺めてしまいます。そんな時に目

に入るのが、紅葉とは反対に深い緑色のままの林です。

　スギやヒノキなどの葉を落とさない常緑樹で構成されたこれらの林は、

高度経済成長期に木材の生産を目的として植えられた樹木が成長したも

のです。人間との関わりが深い丹沢には、自然に育ってきた森ばかりで

なく人の手によって造られた林、人工林も広く存在しています。

　この人工林は、植えた木を間引き（間伐）、枝の本数を減らす（枝打

ち）などの管理を行なわなければ、暗い林となり森林としての機能を失

ってしまいます。しかし現在、樹木一本当たりのお値段はおおよそ

3,000円（※）で、全盛期の4分の1近くにまで下落してしまったために、

利益を見込めず管理を放棄されている人工林も表丹沢を歩いていると多

くみられます。

　秋晴れの丹沢の見なれた眺めには、こんな問題が潜んでいます。(那須)

　※農林水産省のデータをもとに、スギの丸太として計算。

宮ケ瀬ビジターセンター

陣馬山で花を見ながらダイエット 不思議な生きもの　変形菌

秋めく丹沢の『緑』フィナーレを飾る花

　当センターでは「第２回　神奈川県立陣馬相模湖自然公園の写真展」を平成23年10月1日

（土）～平成24年1月31日（火）まで開催しております。

　陣馬山を中心に訪れる方はリピーターも多く、四季を通して自分だけのお気に入りの場所

や登山コースがあります。中には「母なる山」だと話す方もいられます。

そうした方々が撮影した、想いのこもった一枚が展示されていますので、ぜひセンターに写

真を見に来ていただき、自然の素晴らしさや撮った方の想いを感じ取って下さい。（清水）
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普段は子実体になった後のものを見つけて観察できますが、希に雨上がりなどの湿度が高く落ち葉などが湿

っている時に、子実体になるために這い出して来たのを見ることがですます。

　写真の変形体(写真①)は観察していくとだんだん集まり(写真②)最後はキラボシカタホコリ(写真③)になり

ました。この変形菌は顕微鏡で観察すると表面に黄色い星形の結晶があります。

　変形菌は一年を通し、色々な種類が観察できますが、夏から秋にかけては色々な種類が多く見られます。

　紅葉が美しい季節となりますが森を歩く時にはぜひ、足元の落ち葉にも目を向けてみて下さい。変形菌に

も出会えるかもしれません。(木村)
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